
国立成育医療研究センター　入院診療計画書　尿道下裂修復術を受けられる患者様用

担当医師　　@PRIMARYDOCTOR　　　                  担当看護師

　　　　年　　月　　日以下の説明をうけました。 本人・家族サイン

病名 尿道下裂 症状 尿道下裂

入院1日目
/

入院2日目（手術当日）
/

　　入院3～4日目
　　/　　　～　　　/

入院5日目以降
/

入院9日目
/

入院10日目
/外来にて （　　　　　）時座薬を挿入もしくはお薬を飲みます お薬を飲みます お薬を飲みます 朝、おしっこの管を

・血液検査 浣腸をします 点滴を続けます お昼で点滴は終わり 抜きます

・胸部レントゲン検査 手術後点滴をします 便が出ない場合、 ます 傷のテープを剥がし

・麻酔科診察 手術後のお薬は、手術の終了時間により、 浣腸をします 便が出ない場合、 ます

があります お昼または夕方から飲みます 浣腸をします 薬を塗ります

病棟内は自由です 座薬を挿入または、お薬を飲みましたら、 ベッド上安静です ベッド上安静です おしっこの管が抜け

ベッドにいて下さい 足は動かせるように た後は、病棟内を自

手術後はベッド上安静です なります 由に動けます

腹圧がかかるようなことはしないようにして下さい

手術後、痛みがあれば痛み止めの薬を使用します

お昼より病院の ＜術前＞ 点滴が抜けた後は

一般食がでます ・朝からお食事はありません 水分をしっかり摂っ

　午後手術の場合は水分摂取はできます て下さい

（　　　　　）時のお茶（　　　　　　）ml手術前最後です

・ミルク又は母乳を飲んでいる方は

ミルク又は母乳を（　　　　　）時頃（　　　　　　）ml

糖水又はお茶が（　　　　　）時頃（　　　　　　）mlが最後です

＜術後＞

お茶などを飲んで吐かなければお食事が始まります

　お茶（　　　　　　）時頃（　　　　　　）ml

　ミルク（　　　　　　）時頃（　　　　　　）ml

　食事（　　　　　　）時頃

清潔

お風呂に入れます 体を拭きます 体を拭きます おしっこの管が抜け
た後、シャワーができ
ます

病棟内の説明をします 手術の後、医師からお話があります おしっこが出れば退 次回外来日

手術の時間をお知らせします 院の許可が出ます /

薬剤師からお薬の説明があります
褥瘡対策に関する計画の必要性
について評価します
特別な栄養管理の必要性につい
て評価します
手術同意書・麻酔同意書を頂き
ます
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